
 

支払基金統一事例 

【 検査 】 

 

４５３ 非特異的ⅠｇＥの算定がない場合の特異的ⅠｇＥ半定量・定量（気

管支喘息疑い）の算定について 

 

《令和７年２月２８日》 

 

○ 取扱い 

 

気管支喘息疑いに対して、Ｄ015「11」非特異的ⅠｇＥ（定量又は半定量）

の算定がない場合のＤ015「13」特異的ⅠｇＥ半定量・定量の算定は、原則と

して認められる。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

気管支喘息では非特異的ⅠｇＥが正常であっても、特異的ⅠｇＥが陽性に

なることがあるため、問診等でアレルゲンが想定できる場合、非特異的ⅠｇＥ

を実施せず特異的ⅠｇＥ半定量・定量を実施することは有用である。 

以上のことから、気管支喘息疑いに対して、Ｄ015「11」非特異的ⅠｇＥ（定

量又は半定量）の算定がない場合のＤ015「13」特異的ⅠｇＥ半定量・定量の

算定は、原則として認められると判断した。 
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